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研究成果の概要（和文）：本研究では、「イスラーム的価値観に則った観光活動」としてのイスラミック・ツー
リズムの発展を、市場規範形成を促進する中間支援組織に着目して分析する研究であった。特に、宗教規範に基
づいた観光活動の推進という社会的目的と、市場経済における継続的な経済的採算の担保という2つの目的を同
時に満たす「社会的企業」としての側面を強く持っている点を明らかにした。さらに、これらの中間支援組織の
発展と、彼らを中心としたネットワーク形成は、市場内の社会的目的と経済的採算をめぐる様々な軋轢を生み出
してきた。しかし、それらの軋轢を解決する合意形成の場としてもこれらの社会的企業が機能している点も明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the development of an entrepreneurial environment for 
the Islamic tourism market by focusing on intermediary institutions and entrepreneurs in the field 
as 'social entrepreneurs'. These entrepreneurs have developed social networks and shared knowledge 
among the stakeholders, and promoted consensus among them. As the result, these entrepreneurs have 
promoted explicit knowledge like halal standards and guidelines in Islamic tourism through the 
balance of religious authenticity and economic sustainability.
The development of Islamic tourism, therefore, created certain arena that promotes the process of 
continuous negotiations and interactions among stakeholders to learn the tacit aspects of tourism 
knowledge based on Islamic value. Islamic tourism provides evidence of a new shared concept of 
Islamic value and lifestyles in a globalized world.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の背景として、「イスラーム的価値
観に則った観光活動」として発展してきたイ
スラミック・ツーリズムをめぐる議論が、ム
スリム（イスラーム教徒）観光客に対する需
要と供給をめぐる消費者行動論とマーケテ
ィングの議論に収斂されてきた。そのひとつ
の帰結として、「ハラール・ツーリズム」と
呼ばれるムスリムのハラール規範（イスラー
ム法に則った場合に「許容」であることを指
す概念）に焦点を当て、いかに産業ガイドラ
インとして形式化していくのか、という点に
議論が集中してきた。 
その一方で、ゲストをイスラーム的な場所
や観光活動と結びつけてきた、多様な媒介者
の存在にはほとんど目を向けてこなかった。
例えば、宗教ツアーを専門とする宗教旅行会
社、イスラームの宗教遺産の保全・保護や啓
蒙活動に携わってきた NGO・NPO 団体、宗
教組織、観光メディアといった存在が、イス
ラミック・ツーリズムの発展における中核を
担ってきた。これらの媒介者は、ムスリム観
光客の需要の創出を必ずしも目指していた
訳ではない。むしろ、観光活動への関与を通
じたイスラーム的価値観の浸透を、経済活動
のなかで成し遂げようとしてきた点を指摘
できる。このイスラーム的価値の浸透という
社会性と経済的利潤の確保という事業性を
両立させる動きは、「社会的企業」（social 
enterprise）として捉えることが可能であろ
う。実際、イスラミック・ツーリズムの初期
の議論では社会性と事業性の両立という点
が大きなテーマとなり、2000 年代以降には
イスラミック・ツーリズムを推進するそれぞ
れの媒介者の間で、その価値観や役割が共有
されてきた。 
特に、イスラームが保持してきた多様な宗

教遺産（宗教建築物、宗教儀礼、ハラール規
定、生活様式）を、社会的企業が観光資源と
して観光事業のなかに積極的に組み込んで
きたことをあげることができる。その結果、
イスラミック・ツーリズムに関与するゲスト
とホストは、自分たちの経済的・社会的ステ
ータスに応じて、宗教遺産をめぐって生み出
される多様な観光活動への関与を深めてい
った点を明らかにした。すなわち、社会的企
業の諸活動によって、多様な人々による「観
光資源化を通じた宗教遺産の共有」という動
きが活性化してきた点を指摘できる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では一連の背景を踏まえ、「観光資
源化を通じた宗教遺産の共有」を推進してい
る媒介者（例えば、宗教旅行会社、NGO・
NPO 組織、宗教組織、観光メディア）に着
目し、その社会的役割を分析してきた。特に、
これらの媒介者を社会性と事業性を両立さ
せる「社会的企業」として捉え、その活動実
態や戦略を解明していった。具体的な課題と
しては、（1）社会的企業の活動実態・戦略、

（2）社会的企業を取り巻く制度環境、（3）
社会的企業の組織化、の 3 点を取り上げ、分
析を行った。 
 
３．研究の方法 
 本研究ではイスラミック・ツーリズムをめ
ぐる関連資料の収集をはじめ、イスラミッ
ク・ツーリズム市場の振興に積極的に関与し
てきた関係者への聞き取り調査を通じて、分
析を行った。対象地域としては、イスラミッ
ク・ツーリズムの形成・発展を牽引してきた
ドバイを中心とする中東諸国と、マレーシア
やシンガポールを中心とする東南アジア諸
国、さらにイスラミック・ツーリズムの議論
推進において重要な役割を果たしてきた非
イスラーム諸国のなかで、イギリスをはじめ
とする欧米諸国や日本を取り上げた。 
 
４．研究成果 
 本研究を通じて、以下の 4点が明らかとな
った。 
 
（1）中間支援組織の活動を核とする新たな
ネットワークとコミュニケーションの形成
と地域ごとの差異 
 「社会的企業」としてのイスラミック・ツ
ーリズムの中間支援組織の役割として、「観
光資源化を通じた宗教遺産の共有」によって、
市場のなかでの新たなネットワークとコミ
ュニケーションの形成を担ってきた点を指
摘できる。各個人・地域社会のなかで蓄積さ
れてきた宗教資源（宗教的な情報や知識、感
性や有形の事物）を、観光活動のなかで「観
光資源」として捉え直すことで、消費者との
多様なコミュニケーションを構築してきた
点を明らかにした。しかし、コミュニケーシ
ョンの在り方が、地域によって異なることも
明らかにした。 
 例えば、東南アジア諸国では「ハラール規
範」の産業ガイドライン化（ここでは、「ハ
ラール・スタンダード」と呼ぶ）を通じて、
産業活動に適合的な市場制度の構築に努め
てきた。その結果、主要な消費者であるムス
リム観光客向けの個々の観光商品や実践の
ハラール・スタンダードへの適合具合を測る
システムと同時に、監査システムや格付事業
への展開へと市場が広がりを見せていく点
を示した。 
 他方で、中東諸国では湾岸諸国を中心に、
地域社会のイスラーム関連の有形・無形遺産
の保全・活用を通じたフィランソロフィー
（慈善活動）に焦点が当たってきた。特に、
資産家による寄付によって、イスラーム関連
の文化財の保全が図られると同時に、観光活
動を通じたムスリム／非ムスリムを含めた
一般大衆への啓蒙活動へとつなげてきた。そ
の結果、イスラーム関連の博物館・美術館や
文化財の収集、イスラーム関連行事の観光活
動への適用が盛んに議論されてきた。 
 更に、欧米諸国を中心とする非イスラーム



諸国ではイスラーム経済の議論と結びつき、
イスラーム金融や社会的投資をはじめとす
るモラル・エコノミー（moral economy）の議
論のなかでイスラミック・ツーリズムの論じ
られることを明らかにした。その他にも、西
洋諸国におけるイスラモフォビア（イスラー
ム嫌い）との関連をふまえる独自の議論が存
在する点も明らかになった。 
 日本においてもイスラミック・ツーリズム
の議論は日本国内のインバウンド・ツーリズ
ムの振興と東南アジア諸国からの観光客と
の関連から、ハラール知識を持つ個人や組織
のコンサルタントを核とする「ハラール・ツ
ーリズム」の文脈で論じられてきた点を明ら
かにした。 
 以上のように、「イスラーム的価値観に則
った観光活動」が、地域的な文脈との関係で、
その実践にも違いが見られる点で、「ムスリ
ム観光客」という画一的な消費者像を想定す
る従来の研究が、必ずしも普遍化できない点
を示した。 
 
（2）「イスラーム的価値観」をめぐるコミュ
ニケーションの軋轢と協調 
 研究成果の結果、イスラミック・ツーリズ
ムの推進に従事する一連の社会的企業の間
や、市場の利害関係者との間で、市場の社会
性（社会的理念）と経済性（経済的採算）を
めぐって、さまざまな形での軋轢が存在する
ことも明らかとなった。特に、何をもってイ
スラーム的価値観とするのかという当事者
間のコンセンサスが、必ずしも先行研究で言
われてきた「ハラール」に集約されている訳
ではなく、むしろ市場内で多様な意見が存在
し、意見間のコンフリクトが強く見られる点
が明らかになった。特に、地域的文脈のなか
で独自のネットワークとコミュニケーショ
ンを構築してきた各地の中間支援組織や市
場ネットワーク間の軋轢（例えば、「ハラー
ル」をめぐる解釈や実践の違い、市場制度や
規範の構築の仕方の違い）、観光地や地域住
民たちとのディスコミュニケーションも生
み出してきた。 
 他方で、これらの中間支援組織の諸活動が
一連のコンフリクトを生み出しながらも、当
事者間の議論を通じて、当事者たちが暗黙的
に共有してきた観光活動におけるイスラー
ム的価値観を顕在化し、形式化を促すアリー
ナとして機能してきた点も明らかにした。 
 
（3）コミュニケーション経験を通じた知識
創造・資源動員のアリーナとしてのイスラミ
ック・ツーリズム 
 むしろ、ソーシャル・イノベーションやソ
ーシャル・アントレプレナー（社会的起業家）
の議論を踏まえるのであれば（例えば、谷本
寛治・大室悦賀他『ソーシャル・イノベーシ
ョンの創出と普及』エヌティティ出版、2013
年）、市場内外での利害関係者のコミュニケ
ーション経験を通じた新たなネットワーク

や情報の蓄積に見られる「知識創造」の動き
と、知識創造のために利害関係者たちの資源
を動員する為の「正統性（legitimacy）」の
確保に見られる「資源動員」の動きの双方を
成立させることの重要性が指摘されてきた。
その際、「観光資源化」、すなわち市場経済と
しての観光活動を通じて、これまで蓄積して
きた各個人や地域社会の宗教資源（無形遺産
としてのイスラーム的知識や生活様式、有形
遺産としてのイスラーム的建造物や芸術）を
内外の利害関係者たちと共有しようと図っ
てきた。 
 その点、イスラミック・ツーリズムにおけ
る中間支援組織は、利害関係者の知識創造と
資源動員を促進する「正統性」を、イスラー
ム的価値観の文脈に則って市場に提示する
役割を果たしてきた、と捉えることができる。
イスラミック・ツーリズム市場のなかで共有
されてきたハラール規範も、市場における中
間支援組織と利害関係者たちとの共創のな
かで生み出されてきた概念として捉えるこ
とが可能である。 
 
（4）イスラミック・ツーリズムによる新た
な知識創造・資源動員サイクルを通じた地
域・社会の変容のプロセス 
本研究の成果を踏まえ、イスラミック・ツ

ーリズム研究において、従来の消費者行動論
やマーケティング研究を通じた観光者の動
機を分析することの限界が明らかになった。 
むしろ、イスラミック・ツーリズムが創出

する「知識創造」と「資源動員」のアリーナ
や「正統性」は、異なった情報や知識、感性
を持つ諸主体のコミュニケーションを促し、
関係する諸主体の知識・感性をも変容させて
いく点を指摘することができる。あるいは、
従来は地域的文脈のなかに埋め込まれてい
た有形・無形の宗教資源やネットワークを、
新たな知識ネットワークのなかに位置づけ
直す実践として捉えることができる。 
その点、イスラミック・ツーリズムはそこ

に関わる地域・社会を常に流動的・動態的に
する、あるいは地域や社会を再定式化する原
動力となっていることを明らかにした。特に、
イスラミック・ツーリズム市場の発展にとも
なってイスラーム諸国内外のムスリムたち
の移動経験が急激に増し、他方でイスラーム
諸国外の非ムスリムもイスラミック・ツーリ
ズム市場を活用しながら新たな知識を享受
し、国際観光のなかでのイスラームの位置づ
けも変化している点も明らかにした。 
 

＊ 
 
 以上の研究成果を踏まえ、本研究ではイス
ラミック・ツーリズムが、社会的課題のため
の知識創造・資源動員のアリーナとして、利
害関係者たちの観光への関与の仕方を変容
させてきた点を明らかにした。特に、従来は
イスラーム的価値観と相容れないと議論さ



れることもあった観光活動を、イスラーム的
価値観の下に再編していく原動力となって
いった点を明らかにした。それは単に消費者
の「イスラーム復興」のような文脈で語られ
るものではなく、イスラミック・ツーリズム
市場における中間支援組織が提示するイス
ラーム的な「正統性」への賛同と議論の修正
を通じて、知識創造と資源動員のサイクルを
創り出したことによって発展した、と結論づ
けることができる。 
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